






要約:先天性心疾患を有し、心不全(+)or チアノーゼ(+)であった症例は、生後 1 ケ月の体

重増加が不良で、母乳栄養児の頻度も低かった。心不全の持続した症例では、3ケ月以降、

体重増加が有意に不良となる傾向がみとめられた。 


